
















































２ INSモデルと INSモデルを用いた実践研究 
(1) INS モデルとは 
INSモデルについて，先行研究を参考に次の 4点で
説明することができる． 





ップを設定(Yeates & Selman,1989) 














































事前調査については，H 大学附属中学校 2 年生 30
名の結果を用いる．調査時期は，2018年 12月上旬に
実施した． 
開発した授業の実施及び事後調査は，2019 年 3 月
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記述 評定 評定の理由 記述 評定 評定の理由
(a)
問題の
定義
帰ってきてテレビを見ること
理由：まあ，疲れていたらテレ
ビを見たくなるけど，そこはが
まんしたらいいと思う． 1
中学生の行動
を問題にして
いる
帰宅後にテレビを見ているこ
と
理由：確かに疲れてテレビを
見たい気持ちは分かるけどで
もテスト期間中だからテスト勉
強をしないといけないと思いま
す
1
中学生の行動
を問題にして
いる
(c)
方略の
選択
勉強のあいまに休けいタイム
をとってリラックスしたらいいと
思います
理由：休けいタイムをとってリ
ラックスしながら勉強を楽しめ
ると思います
1
中学生の満足
を満たそうとす
る方略を選択
している
すぐに勉強を始める
理由：すぐに勉強を始めたら
後でゆっくりとできるのですぐ
に始めたらいいと思う 1
中学生の満足
を満たそうとす
る方略を選択
している
(d)
結果の
評価
あなた：勉強が楽しくなる
理由：勉強が楽しくなって夢
中にしたくなるから
保護者：テスト勉強をしてくれ
てうれしい
理由：テストの勉強をしたら自
分のためになって勉強をして
くれる
2
両者が満足し
ている結果とし
て評価されて
いる
あなた：すぐに勉強することが
いい
理由：後でゆっくりと過せるか
ら
保護者：うれしい
理由：すぐに初めてくれたか
ら
2
両者が満足し
ている結果とし
て評価されて
いる
表4  生徒Cの事前事後の記述
事前調査 事後調査
